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1．はじめに

　東京大学秩父演習林（以下，秩父演習林）には，1912 年に植栽されたケヤキ人工林があり，

植栽以来，ケヤキ人工造林技術確立のための様々な研究が行われてきた 1，2，3，4，5，6）。本林分では，

1932 年から 1954 年の間，「けやき植栽生長試験」として，間伐施業区と間伐無施業区からなる

固定試験地が設定され，初期成長についての継続的な調査が行われた（以後，「初期成長試験地」

とする）。

　1988 年に，高齢林の成長試験として，「初期成長試験地」の区画が含まれるように新たな試験

地を設定し（以後，「高齢林成長試験地」とする），現在に至るまで毎木調査が実施されてきた。

　前報 7）では，これら 2 つの成長試験地を「ケヤキ人工林成長試験地」と総称し，「初期成長試

験地」の測定結果（1932～1954 年）と「高齢林成長試験地」の 1988～2013 年の測定結果を報告

した。

　本資料では「高齢林成長試験地」の 2018 年の定期測定の結果を報告する。なお，「高齢林成長

試験地」は秩父演習林第 10 期教育研究計画 8）において「ケヤキ人工林試験地」と呼称されてい

ることと，初期成長試験地の測定結果は全て報告済みであることから，「高齢林成長試験地」の

呼称を「ケヤキ人工林試験地」に変更した。

2．試験地の概要

　ケヤキ人工林試験地は秩父演習林（埼玉県秩父市）1 林班い 17 小班内（小班面積 4.41ha）に

あり，2018 年時点での林齢は 107 年生である。標高は 765～990m，南西斜面の中腹に位置し，

土壌は BD 型，土性は埴質壌土である（図－1）。
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　1912 年に ha 当たり 4,830 本の植栽が行われ，1918 年と 1919 年に下刈り，1920 年につる切り

と枝打，1923 年に枝打，1924 年と 1930 年につる切りと除伐が行われている 3）。

　本試験地は，小班内の 2.22ha の区域に設定した。1999 年に試験地を A 区，B 区，および 2 カ

所の保存区（保存区 1，保存区 2）に細分し，このうち A 区，B 区で間伐を実施した（図－2）。

本試験地の区画面積と間伐率を表－1 に示す。なお，A 区，B 区では 2002 年に間伐残存木の幹

から発生した萌芽枝の枝打を行った。

　なお，初期成長試験地の間伐施行区に該当する B 区の一部および保存区 2 のごく一部の区画

では，本試験地設定前の 1932 年にも間伐が実施されている。この間伐の概要については前報 7）

を参照されたい。

3．調査方法

　本試験地の調査年は 1988 年，1998 年，2008 年，2013 年，2018 年の全 5 回である。測定項目

は胸高直径と樹高である。2018 年の調査は同年 9 月から 11 月にかけて行われた。胸高直径は地

上高 1.3m の位置で直径巻尺を用いて測定した。

　樹高は，1988 年調査の際に各区画において胸高直径階に偏りがないように選木された一部の

立木を継続して測定することを基本とした。2013 年調査では，1988 年調査での樹高測定対象木

のうち，間伐や枯損により測定ができなくなった立木を除く全ての立木を継続して測定した。

2018 年調査では枯損した立木について，同一の胸高直径階にあり，樹幹折れ，被圧など伸長成

図－1　試験地の位置
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長に著しい障害のない立木を代替木として測定した。2013 年以降の測定は超音波樹高測定器

（Haglof 社製バーテックスⅣ）を用いて行った。

　また，今回の測定において樹高の測定値が前回値（2013 年）を下回った立木は測定者と測定

機器を変更し再度測定した（測定機器は同機種の別機器を使用）。その結果，樹高の測定値が前

回測定値を下回った理由が推定可能な立木（梢端の折れ・樹幹の曲がり等）についてはその理由

を記録し，推定できなかった立木については樹高を複数回測定したことを記録した。

　本試験地では 1988 年に立木位置の測量が実施されている。測定項目は各基準点（区画杭や補

測点）から各立木に対しての方位角と高低角および斜距離である。方位角と高低角は牛方商会製

ポケットコンパスにより測定し，斜距離をエスロン巻尺によって測定している。なお，2018 年

に GNSS 測定機（トリンブル社製 R1）を用いた DGPS（ディファレンシャル GPS）測位によっ

表－1　試験地の区画面積と間伐率

図－2　各区画の配置
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て試験地の中央部にあたる立木の位置を測定した。この立木の位置を基準とした相対的な立木位

置を算出し，間伐前後の立木の相対的な位置関係の変遷を示す資料として，間伐前と間伐後の立

木位置図を作成した（附図－1，附図－2）。

4．測定結果

　2018 年の生立木本数は 451 本で平均胸高直径は 32.6cm，樹高測定木の平均樹高は 21.6m で

あった。なお，前回調査から今回の調査の間に 13 本が枯死した。

　GNSS 測定器によって測定した立木（A 区立木番号 41）の位置座標は北緯 35.9062472395579，

東経 138.991195163951 であった。

　表－2 に 2018 年の胸高直径と樹高の測定データおよび A 区立木番号 41 を基準とした相対的な

立木位置を示す。また，データの比較のため 2013 年の胸高直径と樹高の測定データも記載した。

さらに，本試験地では 1999 年の間伐後に各試験地の立木番号を再設定したため 7），間伐前に設

定されていた旧立木番号も記載した。

5．おわりに

　本試験地の測定データは，高齢級ケヤキ人工林の成長過程を長期間にわたり測定した資料であ

る。今後も継続して調査を行う予定であり，測定は多くの教職員の協力の基に実施されている。

ここに深くお礼申し上げる。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。



80 原口竜成ら

表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。



81秩父演習林におけるケヤキ人工林試験地毎木調査資料（2018年）

演習林（東大）, 62, 61-91 (2020)

表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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表－2　ケヤキ人工林試験地の毎木調査データおよび相対立木位置

注：相対立木位置は A 区立木番号 41 を基準とした値である。
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